
　
　

修
士
論
文
要
旨
（
平
成
二
十
七
年
度
）

　

平
成
二
十
七
年
度
に
提
出
さ
れ
た
修
士
論
文
は
、
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
一
編
、
同
研
究
科
文
化
財
史
料
学
専
攻
十
五
編
、
同
研
究
科
地
理
学
専
攻
一
編
、
社
会
学
研

究
科
社
会
学
専
攻
（
臨
床
心
理
学
コ
ー
ス
）
五
編
の
、
合
わ
せ
て
二
十
二
編
で
あ
る
。

　

各
論
文
の
要
旨
を
次
に
掲
載
す
る
。





　
　
　
　

文
学
研
究
科　

国
文
学
専
攻





　

本
論
文
は
、
種
田
山
頭
火
の
俳
句
表
現
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
山

頭
火
の
『
行
乞
記
』
や
『
三
八
九
日
記
』、『
四
国
遍
路
記
』
を
参
考
に
、
俳
句
雑

誌
『
層
雲
』
か
ら
確
認
さ
れ
た
俳
句
表
現
を
中
心
に
し
て
、
彼
の
師
で
あ
る
荻
原

井
泉
水
の
文
学
表
現
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
れ
が
山
頭
火
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い

て
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

俳
句
は
従
来
、
一
句
を
単
体
と
す
る
文
学
表
現
と
捉
え
ら
れ
、
評
釈
、
研
究
が

為
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
自
由
律
俳
句
の
拠
点
に
な
っ
た
雑
誌
『
層
雲
』
の
主

宰
者
荻
原
井
泉
水
と
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
種
田
山
頭
火
ら
の
作
品
に
は
、
定
型
俳

句
と
は
異
質
、
す
な
わ
ち
複
数
の
句
同
士
を
映
像
作
品
に
お
け
る
フ
ィ
ル
ム
の
よ

う
に
時
系
列
順
に
並
べ
、
連
続
す
る
一
つ
の
文
学
世
界
を
造
形
す
る
意
識
が
存
在

し
て
い
る
。
本
論
は
如
上
の
自
由
律
俳
句
の
特
質
を
め
ぐ
っ
て
論
述
し
た
。

　

ま
ず
第
一
章
で
、
大
正
初
年
次
の
俳
句
雑
誌
『
層
雲
』
に
お
け
る
同
人
活
動
、

す
な
わ
ち
荻
原
井
泉
水
・
秋
山
秋
紅
蓼
・
種
田
山
頭
火
の
自
由
律
俳
句
の
創
作
を

通
し
て
、
俳
句
表
現
に
対
す
る
思
想
の
相
違
に
つ
い
て
調
査
、
及
び
論
証
を
行
っ

た
。
第
二
章
で
は
、
先
の
第
一
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
山
頭
火
の
創
作
活
動
の
特

徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
自
由
律
俳
句
の
表
現
と
し
て
未
熟
な
部
分
の
残
っ
て
い
た

彼
の
俳
句
表
現
が
、
大
正
十
五
年
前
後
を
転
期
と
し
て
大
き
く
変
化
し
た
事
実
に

つ
い
て
、
句
集
『
草
木
塔
』
を
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期

に
創
作
が
転
換
し
た
内
的
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
山
頭
火
の
生
活
環
境
の
変

化
、
及
び
彼
の
家
庭
に
つ
い
て
も
追
跡
し
た
。

　

第
三
章
で
は
山
頭
火
の
研
究
上
欠
か
せ
な
い
荻
原
井
泉
水
の
文
学
に
対
す
る
考

え
や
俳
句
表
現
に
つ
い
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、『
井
泉
水
句
集
』（
第

一
巻
・
第
二
巻
）、
井
泉
水
が
編
集
刊
行
し
た
尾
崎
放
哉
遺
稿
集
『
大
空
』、
俳
句

雑
誌
『
層
雲
』
を
対
象
と
し
て
調
査
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、『
井
泉
水
句
集
』

を
は
じ
め
と
す
る
三
冊
の
句
集
と
『
層
雲
』
誌
上
の
一
部
か
ら
は
、
彼
が
理
想
と

し
た
「
無
季
無
形
」
に
よ
る
、「
心
身
の
律
（
心
身
の
動
き
）」
を
、
自
由
律
俳
句

と
い
う
形
式
で
表
現
す
る
事
例
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
実
証
的
な
営
為
に

よ
っ
て
、
井
泉
水
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
俳
句
世
界
が
、
山
頭
火
に
お
け
る
自
由

律
俳
句
の
成
立
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
事
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

第
四
章
で
は
、
山
頭
火
の
手
記
に
書
か
れ
た
自
由
律
俳
句
を
対
象
と
し
て
、
そ
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こ
か
ら
確
認
さ
れ
る
俳
句
表
現
と
日
記
の
記
述
を
精
査
し
、
日
記
の
中
に
確
認
さ

れ
る
山
頭
火
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
や
旅
の
様
子
、
心
の
動
き
を
追
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
論
考
を
通
じ
て
、
荻
原
井
泉
水
の
文
学
表
現
に
お
け
る
理
論
や

実
作
が
種
田
山
頭
火
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
こ
と
、
そ
し
て
山
頭
火
の
自
由
律

俳
句
か
ら
確
認
さ
れ
る
彼
独
自
の
俳
句
表
現
、
す
な
わ
ち
連
作
意
識
を
解
明
し
た
。

だ
が
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
が
あ
る
。
よ
り
厳
密
な
手
記
の
読
解
、
俳
句
雑
誌

『
層
雲
』
誌
上
に
お
け
る
俳
句
や
評
論
の
通
読
な
ど
を
通
し
て
、
種
田
山
頭
火
を

は
じ
め
と
す
る
自
由
律
の
俳
人
達
に
対
す
る
更
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
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